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冬季プレミアム付き商品券を販売します
　幕別町商工会では、消費拡大による地域経済の活性化
を図ることを目的に「プレミアム付き商品券」を予約販売
します。
▶販売額　　１セット5,000円（1,000円券６枚入）
▶購入限度　１人６セットまで
▶予約申込期限　10月10日㊋まで（当日消印有効）
▶申込方法　
　　新聞折込チラシにある予約申し込みはがきを郵送、

または幕別町商工会本所（札内事務所、忠類事務所を
含む）に備え付けの申込書を提出してください。

▶商品券利用期間　11月１日㊌～平成30年２月28日㊌
▶商品券取扱加盟店（事業所）
　　町・商工会ホームページ、新聞折込チラシ等でお知

らせします。
▶商品券販売セット総数　4,300セット
▶注意事項
①予約申し込みは１人１回です。
②販売予定セット以上の申し込みがあった場合は抽選

で当選者を決定し、当選者に商品券購入引換券を郵送

します。個別の当落選確認、到達確認はできません。
③商品券との引換えは、予約申込書に記載した会場へ商

品券購入引換券および購入代金を持参し、引換えを
行っていただきます。

　幕別町商工会本所　※土・日曜、祝日を除く
　　11月１日㊌～８日㊌　午前10時～午後５時
　幕別町商工会札内事務所
　　11月１日㊌～２日㊍　午前10時～午後５時
　幕別町商工会忠類事務所
　　11月１日㊌～２日㊍　午前10時～午後５時
※期間内に引換えをしなかった場合、商品券の購入を辞

退したものと判断します。
▶商品券の利用について
①本事業に加盟登録している事業所のみ利用できます。
　（一昨年利用可能だった大型店は利用できません。）
②つり銭は出ません。また、店舗の特定商品、金券等の購

入ができないなど利用制限があります。
・ 幕別町商工会（☎ 54-2703）

　水消火器を使った消火訓練や救急救命講習の体験、
防災備蓄品の展示などを行います。どなたでも参加で
きますので、ぜひお越しください。
　なお、防災訓練対象公区の方は、訓練終了後の見学・
体験となります。
◆と　き　10月29日㊐  午前10時30分～午前11時30分
◆ところ　幕別高等学校駐車場、札内中学校駐車場
※各施設の敷地内には駐車できませんのでご了承くだ

さい。
防災環境課防災危機管理係（☎ 54-6601）

防災に関する展示・体験コーナーもあります

　「幕別町地域防災訓練」は、平成27年度から平成31年度
までの５年間で、市街地を中心とした指定避難所ごとの
対象公区で実施する防災訓練です。　
　今年度２回目となる地域防災訓練は、「幕別高等学校」
と「札内中学校」を指定避難所とする公区を対象に、２か
所同時に避難訓練を行います。
　一人ひとりが地域の特性を知り、災害に備えるために
何をしておけばよいか、災害の時はどう行動すればいい
かを学びます。いざという時は、「自分や家族の身は自分
たちで守る」、「近隣住民や地域の人たちが互いに協力し、
助け合える」地域を目指し、防災力を強化しましょう。
◆と　き　10月29日㊐午前９時～午前11時30分（予定）
◆ところ
　各公区の指定緊急避難場所、幕別小学校、幕別中学校

◆対象公区
【幕別高等学校】

寿町１、寿町２、寿町３、南町１、南町２、軍岡
【札内中学校】

若草町１、若草町２、若草町３、桂町１、桂町２、
あかしや町、あかしや中央

◆訓練内容
　震度７を想定し、指定緊急避難場所への避難、公区が
計画した避難訓練計画に基づいた安否確認と要支援者
対策、町と公区の連携による避難所の運営訓練を行い
ます。

※悪天候などにより訓練を中止する場合は当日午前７
時に判断し、公区を通じて参加者へ連絡します。
防災環境課防災危機管理係（☎ 54-6601）

幕別町地域防災訓練を実施します

　

防災環境課
防災危機管理係

（☎ 54-6601）
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日頃からの備えと
　　　　　情報収集が大切です

地震に備える

　地震は、突然発生し、私たちの想像を超える力で甚大な被害をもたらしますが、日頃から対策を講じてお
くことで、万が一の際に被害を最小限に留めることができます。防災に関する情報を収集し、知識を身に
つけ、地震が起こったら、慌てずに身の安全を守る行動がとれるよう備えておきましょう。

地震に備えて

身
の
安
全

●家具類の固定など、転倒・落下・移動防止の対策をしておく。
●寝室には、転倒の危険性が高い家具は置かない。
●食器棚や窓ガラスなどには、ガラスの飛散防止措置をしておく。
●家屋や塀の強度を確認し、必要な補強をしておく。

初
期
対
応

●火災の発生に備えて、消火器の準備や風呂の水のくみ置きをしておく。
●火災の早期発見のために住宅用火災報知器を設置しておく。
●普段使用しない電気器具は差込みプラグをコンセントから抜いておく。
●感震ブレーカーや感震コンセントなどの防災機器を設置しておく。

確
か
な
行
動

●地震が発生したときの家族の役割分担を決めておく。
●家族が離れ離れになった場合の安否確認の方法や集合場所を決めておく。
●隣近所との協力体制を話し合っておく。
●日頃から防災に関する情報を収集し、知識を身につけておく。
●防災訓練に参加して、避難要領などを身につけておく。

地震が起きたら

発
生
時
の
行
動

●揺れを感じたり、緊急地震速報を受けたときは、身の安全を最優先に行動する。
●丈夫なテーブルの下や、物が「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」
　空間に身を寄せ、揺れがおさまるまで様子を見る。

地
震
直
後
の
行
動

●揺れがおさまってから火の始末をする。
●出火したときは、落ち着いて消火する。
●ガラスの破片や窓ガラス、看板などの落下物に注意する。
●揺れがおさまってから、避難路を確保する。
●屋外で揺れを感じたら、ブロック塀や自動販売機には近寄らない。

地
震
後
の
行
動

●行政（町）、消防署、ラジオ、テレビなどから正しい情報を得る。
●我が家の安全を確認後、近隣の安否を確認する。
●家屋などの下敷きになっている人を近隣で協力し、救出・救護する。
●避難が必要なときは、ブレーカーを切り、ガスの元栓を閉めて避難する。


